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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮影ブース内の利用者を撮影するための撮影手段と、
　前記撮影ブース内に配置される表示手段と、
　複数の異なる姿勢を表す複数の手本ポーズ画像を記録する画像記録手段と、
　前記撮影手段による一連の写真撮影が行われる撮影セッションの進行中に、前記表示手
段上において、前記画像記録手段に記録される前記複数の手本ポーズ画像から選択される
画像を逐次切り替えて表示させる制御手段とを備え、
　前記画像記録手段は、前記撮影手段により撮影した写真画像を利用者ポーズ画像として
記録、蓄積するようにされており、
　前記制御手段は、前記画像記録手段に記録された前記複数の手本ポーズ画像から選択さ
れた画像と、複数の前記利用者ポーズ画像のうちの最も新しく記録された画像とを、前記
表示手段上のポーズ画面において並べて表示するよう制御する
ことを特徴とする自動写真撮影装置。
【請求項２】
　前記撮影ブース内の利用者が操作可能な部位に配置された操作部材を更に備え、
　前記制御手段は、前記操作部材に対する操作に応答して、前記表示手段上に表示される
画像の切り替えを実行することを特徴とする請求項１に記載の自動写真撮影装置。
【請求項３】
　前記制御手段は、前記複数の手本ポーズ画像から前記表示手段に表示させる画像をアト
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ランダムに選択することを特徴とする請求項１又は２に記載の自動写真撮影装置。
【請求項４】
　前記画像記録手段は、前記撮影手段により撮影した写真画像を手本ポーズ画像として記
録、蓄積するようにされたことを特徴とする請求項１～３のいずれか一項に記載の自動写
真撮影装置。
【請求項５】
　前記撮影セッションにおいて、前記撮影手段が複数の写真画像を撮影するようにされて
おり、
　一の前記撮影セッションにおいて撮影された前記複数の写真画像から、前記画像記録手
段に前記利用者ポーズ画像として登録する写真画像の選択を受け付ける画像選択手段を更
に備えることを特徴とする請求項４に記載の自動写真撮影装置。
【請求項６】
　前記画像記録手段に記録される各利用者ポーズ画像について付加情報の入力を受け付け
る付加情報入力手段を更に備え、
　前記制御手段は、前記表示手段上において利用者ポーズ画像を表示させる際に、当該表
示される利用者ポーズ画像について入力された前記付加情報を併せて表示させることを特
徴とする請求項４～５のいずれか一項に記載の自動写真撮影装置。
【請求項７】
　前記付加情報入力手段は、予め準備された複数の付加情報候補からの選択の形式により
、前記付加情報の入力を受け付けることを特徴とする請求項６に記載の自動写真撮影装置
。
【請求項８】
　前記画像選択手段による利用者ポーズ画像の選択の受付に際して、前記一の撮影セッシ
ョンにおいて撮影された前記複数の写真画像を視覚的に表示する第２の表示手段を更に備
え、
　前記第２の表示手段が、前記撮影ブースの外部に設けられていることを特徴とする請求
項５～７のいずれか一項に記載の自動写真撮影装置。
【請求項９】
　前記第２の表示手段が、前記撮影ブースの外部におけるそれぞれ異なる位置に複数設け
られていることを特徴とする請求項８に記載の自動写真撮影装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、利用者の写真を撮影する自動写真撮影装置に関し、特に、利用者に対して写
真撮影の際に取るべきポーズの例を視覚的に提示するようにされた自動写真撮影装置に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、ＣＣＤカメラなどの撮影手段により撮影ブース内の利用者の画像を撮影し、
当該画像を写真プリントに印刷してユーザに提供する自動写真撮影装置が知られている。
【０００３】
　このような自動写真撮影装置では、撮影の際に使用される照明や背景に変化を持たせる
ことで、種々の雰囲気の異なる写真が撮影されるようにし、また、撮影中に利用者を楽し
ませるための映像や音声を出力し、或いは、撮影された写真画像に対する編集を行う得る
ようにするなどの様々な手法により、他の自動写真撮影装置との差別化を図り、利用者を
引き付けるための工夫が行われてきた。
【０００４】
　ところで、この種の自動写真撮影装置では、撮影装置の前で、利用者が自由に思い々々
のポーズを採りながら写真撮影を行うようになっているが、ある程度の回転率を維持する
ために写真撮影には一定の時間制限が設けられており、その制限時間内に利用者が自分で
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満足できるポーズを決めることが出来ない場合がある。
【０００５】
　また、利用者によっては、繰り返して写真撮影を行ううちに、撮影の際のポーズがパタ
ーン化してくるために、写真撮影の楽しさが低下してしまう場合がある。
【０００６】
　また、従来の自動写真撮影装置は、数名のグループで一緒に写真撮影を行い、撮影した
写真を友人同士で交換するなどの態様で利用されていたが、自動写真撮影装置を介して他
のグループとの間でコミュニケーションを図ったり、競い合ったりするなどの楽しみ方が
できる自動写真撮影装置は存在しなかった。
【特許文献１】特開２０００－２６７１７９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、写真撮影に際して利用者が採るべきポーズの手本を視覚的に示すことにより
、利用者がより満足できる写真の撮影を行うことができる自動写真撮影装置を提供するこ
とをその課題とする。
【０００８】
　また本発明は、利用者が撮影した画像をポーズの手本として登録できるようにし、後か
ら撮影を行う利用者に対して、登録されたポーズの手本が示されるようにすることで、よ
り格好いいポーズ、より面白いポーズ、より楽しいポーズを手本として残すという従来に
ない楽しみを利用者に与えることができる自動写真撮影装置を提供することをもその課題
とする。
【０００９】
　また本発明は、利用者が撮影した格好いいポーズ、面白いポーズ、楽しいポーズの写真
画像を付加情報とともに登録できるようにするとともに、後から撮影を行う利用者に対し
て、その画像、及び、付加情報が示されるようにすることで、メッセージ性のある画像を
残せるようにされた自動写真撮影装置を提供することをもその課題とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は、上記の課題に鑑みてなされたものであり、撮影ブース内の利用者を撮影する
ための撮影手段と、前記撮影ブース内に配置される表示手段と、複数の異なる姿勢を表す
複数の手本ポーズ画像を記録する画像記録手段と、前記撮影手段による一連の写真撮影が
行われる撮影セッションの進行中に、前記表示手段上において、前記画像記録手段に記録
される前記複数の手本ポーズ画像から選択される画像を逐次切り替えて表示させる制御手
段を備えることを特徴とする自動写真撮影装置である。
【００１１】
　本発明では、予め準備された複数の手本ポーズ画像が撮影ブース内で写真撮影を行って
いる利用者から視認できる位置に配置された表示手段上において、逐次切り替えながら表
示されるようになっているため、利用者は、表示される手本ポーズ画像を参考にして自身
の撮影の際のポーズを決めることが出来る。
【００１２】
　従って、この種の自動写真撮影装置で何度か写真撮影を行ったことがある利用者であっ
ても、手本ポーズ画像を参考にして、いつもと違うポーズ、今まで取ったことのないポー
ズでの写真撮影に挑戦することができるために、利用者に飽きが来ることを防ぐことが可
能になる。
【００１３】
　また、利用者によっては、どのようなポーズで撮影をすれば良いか悩んでしまうために
この種の自動写真撮影装置をあまり使用しなかったという場合もあるが、本発明では、手
本ポーズ画像を参考にしてポーズを決めることができるために、そのような利用者でも後
込みや気後れすることなく写真撮影を行うことが可能になる。
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【００１４】
　なお、本発明における手本ポーズ画像には、モデルなどを使用して撮影した写真画像を
使用することができ、或いは、人や動物などを表現したイラスト画像を使用することも可
能である。
【００１５】
　また、本発明における手本ポーズ画像の切り替えは、制御手段が、例えば、所定の時間
間隔毎に、自動的に行うようにしても構わないが、写真撮影を行っている利用者が操作可
能な位置に配置された操作部材への操作入力に応答して手本ポーズ画像の切り替えが行わ
れるものとすることも可能であり、これにより、利用者は上記操作部材を使用して、予め
準備された複数の手本ポーズ画像を自分に合ったペースで切り替えて表示手段上に表示さ
せ、自分が気に入るポーズを見つけることが可能になる。
【００１６】
　また、本発明では、制御手段が、複数のポーズ画像から表示手段に表示させる手本ポー
ズ画像をアトランダムに選択するようにすることが可能であり、この場合には、毎回違う
パターンで手本ポーズ画像が提示されることになるために、本発明に係る自動写真撮影装
置を繰り返して利用する利用者が飽きを感じることが防止できる。
【００１７】
　また、本発明では、撮影手段により撮影した利用者の写真画像を利用者ポーズ画像とし
て画像記録手段に蓄積して記録するようにし、制御手段は、この画像記録手段に記録され
た複数の利用者ポーズ画像から選択される画像を表示手段に表示するものとし、或いは、
複数の手本ポーズ画像と複数の利用者ポーズ画像とから選択される画像を表示手段に表示
するものとすることが可能である。
【００１８】
　即ち、本発明では、先に写真撮影を行った利用者の写真画像が、後から写真撮影を行う
利用者にポーズの手本として表示されることになるため、各利用者に、より楽しいポーズ
、より面白いポーズ、より格好いいポーズの写真画像を登録し、その写真画像を後から写
真撮影を行う利用者に見て貰うという従来にない新たな楽しみを与えることが可能になる
。
【００１９】
　また、本発明では、制御手段が、複数の手本ポーズ画像から選択されるポーズ画像と、
複数の利用者ポーズ画像から選択される利用者ポーズ画像とを、表示手段上に並べて表示
させるものとすることも可能である。
【００２０】
　即ち、手本ポーズ画像は、例えば、平均的な利用者の嗜好を想定して、好感を与えるこ
とができると考えられるポーズの画像を集めて構成することが可能であるが、様々な利用
者により登録される利用者ポーズ画像には、一般の利用者には好感を与えることができな
いようなポーズが含まれてしまうことも考えられるため、表示装置に利用者ポーズ画像ば
かりが連続して表示されると、写真撮影のために設定された制限時間内に利用者が参考に
できるようなポーズの画像が表示されないことも考えられる。
【００２１】
　従って、複数の手本ポーズ画像から選択される手本ポーズ画像と、複数の利用者ポーズ
画像から選択される利用者ポーズ画像とを、表示手段上に並べて表示させるようにするこ
とにより、このような不都合を解消することが可能である。
【００２２】
　また、本発明の自動写真撮影装置は、一連の撮影セッションにおいて、複数の写真画像
の撮影を行うものとし、その一連の撮影セッションにおいて撮影された複数の写真画像か
ら、利用者ポーズ画像として登録する写真画像を利用者が選択できるようにすることも可
能であり、これにより、利用者は、一連の撮影セッションにおいて、画像記録手段に記録
するための写真と、写真プリントにして持ち帰るための写真とを撮り分けるなど、より多
様な楽しみ方をすることが可能になる。
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【００２３】
　また、本発明は、利用者ポーズ画像の登録を行う際に、その利用者ポーズ画像について
の付加情報を入力できるようにし、その利用者ポーズ画像が表示手段に表示される際には
、その利用者ポーズ画像について入力された付加情報が併せて表示されるようにすること
も可能であり、これにより、画像記録手段に記録される利用者ポーズ画像にメッセージ性
を与えることが可能になる。
【００２４】
　この場合、この付加情報の入力は、予め準備された複数の付加情報候補から選択するこ
とにより入力できるようにすることで、付加情報の入力を簡易化することができる。
【００２５】
　また、本発明では、利用者ポーズ画像の登録の操作が、撮影帯域の外部において行われ
るようにすることも可能であり、これにより、撮影を終了した利用者が、利用者ポーズ画
像の選択をしている間に、次の利用者が写真撮影を開始できるようなり、装置の回転率を
高めることが可能となる。
【００２６】
　この場合、例えば、自動写真撮影装置が、利用者ポーズ画像の選択の際に、選択の候補
として、撮影セッションにおいて撮影された複数の写真画像を表示する第２の表示手段を
更に備えるものとし、当該第２の表示手段が撮影帯域の外部に配置されるものとすること
が可能である。
【００２７】
　また、このような第２の表示手段は、撮影帯域の異なる位置に複数設けることも可能で
あり、これにより、装置の回転率を高めることが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２８】
　以下、本発明の実施の形態を、添付図面を参照して説明する。
【００２９】
　図１は、本発明の第１の実施形態に係る自動写真撮影装置１の側面図であり、図２、図
３は、それぞれ、同自動写真撮影装置１が備える筐体１０の正面図、及び、背面図である
。
【００３０】
　図示されるように、本発明の第１の実施形態に係る自動写真撮影装置１は、筐体１０、
背景ユニット３０を備えている。
【００３１】
　上記筺体１０の正面には、利用者を撮影するためのＣＣＤカメラ１１と、当該ＣＣＤカ
メラ１１により撮影した映像をリアルタイムで表示するモニタ１２が設けられ、その側方
には、利用者に対する案内を表示し、利用者による各種の入力を受け付けるためのタッチ
パネル式モニタ１３が設けられている。
【００３２】
　また、ＣＣＤカメラ１１の下方には、ハードディスク４６などの記録媒体に記録されて
いる手本ポーズ画像、及び、利用者により登録された写真画像である利用者ポーズ画像を
表示するためのディスプレイ１４が画面を斜め上方に向けて設置されており、その左右に
は、押しボタン式の操作部材１５、及び、１６が配置されている。
【００３３】
　また、ディスプレイ１４の下方の位置には、横方向に延びるバー１７が取り付けられて
いる。
【００３４】
　図４は、写真撮影の実行中におけるバー１７の使用態様を示したものであり、図示され
るように、利用者はバー１７に片足を掛けた状態のポーズや、或いは、このバー１７の上
に両足を乗せて立ち上がった状態のポーズなど、バー１７により、従来出来なかったよう
なポーズでの写真撮影を行うことが可能になっている。
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【００３５】
　バー１７の更に下方には、撮影中の利用者の荷物を収容できる荷物ボックス１８が設け
られている。
【００３６】
　また、筐体１０の前面には、乳半のボードを介して利用者に照明光を照射するための照
明部材１９～２１、音楽や効果音などを出力させるためのスピーカ２２、及び、利用料金
を受け入れるためのコイン投入口２３が設けられている。
【００３７】
　また、筐体１０の背面には、それぞれが、タッチパネル式モニタ２５、及び、２本のタ
ッチペン２６ａ、２６ｂのセットを備える２つの落書きコーナー２４ａ、２４ｂが設けら
れており、各落書きコーナー２４ａ、２４ｂにおけるタッチパネル式モニタ２５の下方に
は、音声や効果音を出力するためのスピーカ２７が設置されている。
【００３８】
　また、筐体１０の一方の側面には、プリンター３６により印刷された写真プリントを出
力するための写真排出口２８が設けられている。
【００３９】
　自動写真撮影装置１の後方には、ロール状に巻かれた複数種類のカーテンを選択的にＣ
ＣＤカメラ１１の撮影視野内に繰り出すことが可能とされたカーテンボックス３１、及び
、天井照明３２を備える背景ユニット３０が設けられている。
【００４０】
　この背景ユニット３０と筐体１０の間の両側には、図示されない遮光カーテンが吊り下
げられるようになっており、筐体１０、背景ユニット３０、両側の遮光カーテン、及び、
天井が撮影ブースの役割を果たし、これに囲まれる空間３３が、ＣＣＤカメラ１１による
写真撮影を受ける利用者のための撮影スペースとなっている。
【００４１】
　次に図５に基づいて、上記した自動写真撮影装置１のシステム構成を説明する。
【００４２】
　図中の制御装置４０は、自動写真撮影装置１の全体の制御を行うパーソナルコンピュー
タであり、バス４１により相互に接続されるＣＰＵ４２、ＲＯＭ４３、ＲＡＭ４４、及び
、ハードディスク４６、ＤＶＤ－ＲＯＭ４７、並びに、後述の外部機器に接続されるイン
ターフェース（Ｉ／Ｆ）４５を備えて構成されている。
【００４３】
　ＣＰＵ４２は、自動写真撮影装置１全体の動作、処理を制御するものであり、ＲＯＭ４
３は、パーソナルコンピュータを制御するための基本的なプログラムを格納し、ＲＡＭ４
４は、ＣＰＵ４２の作業用データや、ＣＣＤカメラ１１により撮影された写真画像の一時
記録などに使用されるものである。
【００４４】
　また、ハードディスク４６は、ＤＶＤ－ＲＯＭ４７などからインストールされたプログ
ラムを記録するプログラム領域に加え、手本ポーズ画像記録領域４６ａ、利用者ポーズ画
像記録領域４６ｂ、及び、付加情報記録領域４６ｃを備えている。
【００４５】
　ここで、手本ポーズ画像記録領域４６ａには、モデルなどを使用して撮影された様々な
ポーズの写真画像である手本ポーズ画像が、複数（例えば、３～５程度）のテーマに分類
されて記録されている。
【００４６】
　また、利用者ポーズ画像記録領域４６ｂには、ＣＣＤカメラ１１により撮影された利用
者の写真画像から、後述の利用者ポーズ画像の登録のステップ（ステップＳ１５）におい
て選択された写真画像である利用者ポーズ画像が記録されるようになっており、利用者ポ
ーズ画像の枚数が記録可能な最大枚数に達した場合には、最も古い利用者記録画像から順
次削除されるようになっている。
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【００４７】
　また、付加情報記録領域４６ｃには、各手本ポーズ画像に対応して予め準備された付加
情報、及び、各利用者ポーズ画像について利用者が選択した付加情報が記録されるように
なっている。
【００４８】
　インターフェース４５には、ＣＣＤカメラ１１、モニタ１２、タッチパネル式モニタ１
３、ディスプレイ１４、操作部材１５、１６、２組のタッチパネル式モニタ２５とタッチ
ペン２６ａ、２６ｂのセットの他、カーテンボックス３１のカーテンの繰り出しを制御す
るカーテン制御装置３４や照明装置１９～２１、３２を制御するための照明制御装置３５
、ＣＣＤカメラ１１により撮影された写真画像を印刷するためのプリンター３６、コイン
投入口２３に投入された硬貨を検知するためのコイン処理部３７などの外部機器に接続さ
れており、ＣＰＵ４２とこれら各機器との間における信号の授受が可能とされている。
【００４９】
　図６は、自動写真撮影装置１の全体の動作を説明するフローチャートである。
【００５０】
　コイン処理部３７から所定金額のコイン検知信号をＣＰＵ４２が受信した場合、ＣＰＵ
４２は、荷物ボックス１８の照明装置を点灯して、利用者に荷物ボックス１８の利用を促
すとともに、「撮影を始めるよ。撮影の後は落書きルームに移動してね。」のようなプレ
イ説明をタッチパネル式モニタ１３に表示させ（ステップＳ１）、撮影セッションを開始
させる。
【００５１】
　撮影セッションに入ると、ＣＰＵ４２は、荷物ボックス１８の照明装置は消灯され、デ
ィスプレイ１４上において、図７（ａ）に示されるポーズ画面５０の表示が開始させる（
ステップＳ２）。
【００５２】
　図示されるように、ポーズ画面５０は、写真アルバムをあしらった台紙上に配置された
２枚の画像５１ａ、５１ｂと、それぞれの画像５１ａ、５１ｂのその下方に位置する文字
、乃至、文字画像５２ａ、５２ｂとから構成されている。
【００５３】
　ここで、画像５１ａは、手本ポーズ画像記録領域４６ａに記録される複数の手本ポーズ
画像からＣＰＵ４２がアトランダムに選択した手本ポーズ画像であり、画像５１ｂは、利
用者ポーズ画像記録領域４６ｂに記録される複数の利用者ポーズ画像のうちの最も新しく
記録された利用者ポーズ画像である。
【００５４】
　また、文字５２ａは、付加情報記録領域４６ｃにおいて、５１ａとして表示されている
手本ポーズ画像に対応付けて記録されている付加情報であり、文字５２ｂは、付加情報記
録領域４６ｃにおいて、５１ｂとして表示されている利用者ポーズ画像に対応付けて記録
されている付加情報である。
【００５５】
　なお、手本ポーズ画像、及び、利用者ポーズ画像は、それぞれ、手本ポーズ画像記録領
域４６ａ、及び、利用者ポーズ画像記録領域４６ｂにおいて、テーマ毎に分類されて記録
されており、それぞれの画像５１ａ、５１ｂの台紙の模様５３ａ、５３ｂは、表示される
画像５１ａ、５１ｂが分類されているテーマに応じて変更されるようになっている。
【００５６】
　このポーズ画面５０は、撮影セッションが進行するステップＳ３～Ｓ１２の処理の間、
常にディスプレイ１４に表示された状態となっており、その間に、操作部材１５に対する
操作が行われれるた場合には、ＣＰＵ４２はこれに応答して、手本ポーズ画像記録領域４
６ａ、及び、利用者ポーズ画像記録領域４６ｂから新たな手本ポーズ画像、及び、利用者
ポーズ画像を選択して、画像５１ａ、５１ｂを選択された画像に更新するとともに、その
選択された画像に関連付けられた付加情報、及び、テーマに従って、文字５２ａ、５２ｂ



(8) JP 4455292 B2 2010.4.21

10

20

30

40

50

、及び、台紙の模様５３ａ、５３ｂを更新する処理を実行するようになっている。
【００５７】
　なお、ここでは、手本ポーズ画像は、手本ポーズ画像記録領域４６ａの全ての画像から
アトランダムに選択され、利用者ポーズ画像は、利用者ポーズ画像記録領域４６ｂに新し
く登録された画像から順番に選択されるようになっている。
【００５８】
　従って、利用者は、撮影セッションの間、操作部材１５を操作する毎に切り替え表示さ
れる手本ポーズ画像や利用者ポーズ画像を参考に自身のポーズを決めることができる。
【００５９】
　また、撮影セッションの進行中、一定以上の時間、操作部材１５の操作が行われない場
合には、ＣＰＵ４２は、ポーズ画面５０上に、図７（ｂ）に示されるような操作部材１５
の操作を促すメッセージ５４を表示させるようになっており、これによって、装置の使用
方法を知らない利用者が、操作部材１５を操作しないままに撮影セッションが終わってし
まうことがないようにされている。
【００６０】
　続いて、ステップＳ３において、タッチパネル式モニタ１３上に、図８（ａ）に示すよ
うな撮影モード選択画面６０が表示されて、利用者による撮影モード選択の受付が行われ
る（ステップＳ３）。
【００６１】
　図示されるように、撮影モード選択画面６０には、プログラム制御で自動的に写真撮影
が実行される「オートモード」６０ａと利用者による操作部材１６への操作に基づいて写
真撮影が実行される「マニュアルモード」６０ｂの選択肢が表示されており、利用者が指
先でモニタ１４上におけるこれらの選択肢の表示部分に触れることで、撮影モードの選択
が行われるようになっている。
【００６２】
　ステップＳ３において「オートモード」が選択された場合には、図８（ｂ）～（ｄ）に
示される、写り選択画面６１、明るさ選択画面６２、及び、カーテン選択画面６３が順次
表示されて撮影条件の設定が受け付けられる（ステップＳ４）。
【００６３】
　このステップＳ４では、ステップＳ３の場合と同様に、それぞれの画面６１～６３にお
いてモニタ１３上の選択肢に利用者が指先で触れて選択することにより、撮影セッション
において撮影される写真の画質や照明の明るさ、或いは、撮影の際にカーテンボックス３
１から繰り出されるカーテンの種類（色や柄など）を選択できるようになっている。
【００６４】
　撮影条件の設定の受付（ステップＳ４）が終了すると、ＣＰＵ４２がＣＣＤカメラ１１
、カーテン制御装置３４、照明制御装置３５などに制御信号を送信し、ステップＳ４にお
いて受け付けられた設定に従って、カーテンボックス３１から所定のカーテンを繰り出す
ことで背景のセッティング（ステップＳ５）を実行し、更に、所定のタイミングで所定の
強さの照明を発光させて、ＣＣＤカメラ１１による写真撮影（ステップＳ６）を実行し、
撮影された写真画像を、ＲＡＭ４４の所定の領域に記録する。
【００６５】
　従って、利用者は、ステップＳ４～ステップＳ６の処理が実行されている間に、操作部
材１５によって次々に手本ポーズ画像や利用者ポーズ画像をディスプレイ１４に表示させ
、これらを参考に撮影の際のポーズを決めることができる。
【００６６】
　写真撮影は、予め定められた回数、例えば、６回の写真撮影が実行されるようになって
おり、ステップＳ７において、ＣＰＵ４２が所定回数の写真撮影が実行済みであると判断
した場合には、撮影セッションは終了する。
【００６７】
　また、ステップＳ３において、「マニュアルモード」の選択肢が選択された場合には、
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ＣＰＵ４２は、タッチパネル式モニタ１３に図８（ｃ）と同様の明るさ選択画面６２を表
示させ、上記と同様の態様により、利用者による明るさの選択を受け付ける（ステップＳ
８）。
【００６８】
　ステップＳ８の後、ＣＰＵ４２は、ハードディスク４６のプログラムに定められた設定
に従って、カーテンボックス３１から所定のカーテンを撮影視野内に繰り出して背景のセ
ッティング（ステップＳ９）を実行し、これが完了すると、タッチパネル式モニタ１３に
「準備ができたらシャッターボタンを押してね」などのメッセージを表示させ、利用者に
よる操作部材１６の操作の待ち受けを行う（ステップＳ１０）。
【００６９】
　そして、利用者による操作部材１６の操作があった場合には、数秒程度のカウントの後
に、上記と同様の態様で写真撮影（ステップＳ１１）を実行し、撮影された写真画像がＲ
ＡＭ４４に記録される。
【００７０】
　従って、利用者は、ステップＳ８～ステップＳ１１の処理が実行されている間に、操作
部材１５によって次々に手本ポーズ画像や利用者ポーズ画像をディスプレイ１４に表示さ
せ、これらを参考に撮影の際のポーズを決めることができる。
【００７１】
　マニュアルモードにおいては、撮影セッションの制限時間として、利用者による操作部
材１６の操作が行われるタイミングに応じて、６～１０回程度の写真撮影が実行できる程
度の時間が設定されており、この制限時間の経過が判断されると（ステップＳ１２）、撮
影セッションは終了となる。
【００７２】
　撮影セッションが終了すると、ＣＰＵ４２は、ディスプレイ１４におけるポーズ画面５
０の表示を終了し（ステップＳ１３）、更に、落書きコーナー２４ａ、２４ｂが他の利用
者により使用中となっているかを判断し、空きになっているいずれかの落書きコーナーに
利用者を移動させるための案内をスピーカ２２から出力させ（ステップＳ１４）た後、そ
の落書きコーナーにおいて、利用者ポーズ画像の登録の受付（ステップＳ１５）を実行す
る。
【００７３】
　このステップＳ１５では、まず、タッチパネル式モニタ２５に図９（ａ）に示す登録画
像選択画面７０が表示されて、利用者ポーズ画像記録領域４６ｂに登録する利用者ポーズ
画像の選択の受付が実行される。
【００７４】
　図示されるように、登録画像選択画面７０には、ＲＡＭ４４に記録されている写真画像
（撮影セッションにおいて撮影された写真画像）が一覧形式で表示されており、いずれか
の写真画像をタッチペン２６ａ、２６ｂでタッチした場合には、その写真画像の周囲に太
枠７０ａが表示されるようになっており、その状態で、「これでＯＫ」のボタン７０ｂを
タッチすることで、その写真画像が利用者ポーズ画像として選択されるようになっている
。
【００７５】
　また、画面右上の数字７０ｄは、利用者ポーズ画像の選択のための残り時間であり、い
ずれかの写真画像に太枠７０ａが表示された状態で残り時間がゼロになった場合には、そ
の写真画像が利用者ポーズ画像として選択され、その時点においていずれの写真画像も選
択されていなければ、利用者ポーズ画像記録領域４６ｂへの登録は行われることなく、処
理はステップＳ１６に移行するようになっている。
【００７６】
　なお、画面左下の「やっぱりやめる」のボタン７０ｃをタッチペンでタッチした場合に
は、いずれかの写真画像に太枠７０ａが表示されているか否かに関わらず、利用者ポーズ
画像記録領域４６ｂへの写真画像の登録は行われることなく、処理はステップＳ１６に移
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行する。
【００７７】
　登録画像選択画面７０において、利用者ポーズ画像の選択が行われると、タッチパネル
式モニタ２５の表示は図９（ｂ）のタイトル選択画面７１に切り替えられて、付加情報の
選択の受付が実行される。
【００７８】
　図示されるように、タイトル選択画面７１には、登録画像選択画面７０において選択さ
れた利用者ポーズ画像７１ａとともに、タイトルの一覧のウィンド７１ｂが表示されてお
り、当該ウィンド７１ｂに表示されるいずれかのタイトルをタッチペン２６ａ、２６ｂで
タッチした場合には、そのタイトルの周囲に選択状態を示す太枠７１ｃが表示されるよう
になっている。
【００７９】
　ここで、上記の各タイトルは、「かわいい」、「なかよし」、「ラブラブ」などのテー
マ毎にそれぞれ複数準備されており、上記ウィンド７１ｂの上部に設けられたテーマタブ
７１ｄのいずれかをタッチペン２６ａ、２６ｂでタッチすることで、ウィンド７１ｂに表
示されるタイトルの一覧を、そのテーマタブ７１ｄのテーマ用に準備されたタイトルの一
覧に変更できるようになっている。
【００８０】
　このタイトル選択画面７１では、いずれかのタイトルに太枠７１ｃが表示されている状
態で、タッチペン２６ａ、２６ｂによる「ＯＫ」ボタン７１ｅの操作が行われた場合には
、その太枠７１ｃが表示されているタイトルが付加情報として選択されるようになってお
り、付加情報の選択が行われると、選択された利用者ポーズ画像が、選択されたタイトル
のテーマに分類されて利用者ポーズ画像記録領域４６ｂに記録され、また、選択された付
加情報が、その利用者ポーズ画像に関連付けられた状態で付加情報記録領域４６ｃに記録
されて、ステップＳ１５は終了する。
【００８１】
　なお、画面右上の数字７１ｆは、タイトル選択のための残り時間であり、いずれかのタ
イトルに太枠７１ｃが表示された状態で残り時間がゼロになった場合には、そのタイトル
が付加情報として選択され、利用者ポーズ画像とともに、付加情報記録領域４６ｃ、ポー
ズ画像記録領域４６ｂに記録され、残り時間がゼロになった時点においていずれのタイト
ルも選択されていなければ、選択された利用者ポーズ画像のみが利用者ポーズ画像記録領
域４６ｂに記録されて、利用者ポーズ画像の登録のステップ（ステップＳ１５）は終了す
る。
【００８２】
　利用者ポーズ画像の登録のステップ（ステップＳ１５）が終了すると、続いて、編集入
力の受付（ステップＳ１６）、及び、レイアウトの受付（ステップＳ１７）のステップが
順次実行される。
【００８３】
　編集入力の受付のステップ（ステップＳ１６）では、撮影セッションにおいて撮影され
た画像をタッチパネル式モニタ２５上に表示させつつ、タッチペン２６ａ、２６ｂによる
操作に応じて、その画像に対する線画描画、スタンプ画像の貼付、フレーム処理などの編
集を行い得るようにされており、レイアウト受付のステップ（ステップＳ１７）では、撮
影され、或いは更に、ステップＳ１６において編集が加えられた画像、及び、推奨レイア
ウトがタッチパネル式モニタ２５上に表示され、利用者が印刷を希望する画像、及び、レ
イアウトをタッチペン２６ａ、２６ｂにより選択することで画像印刷のレイアウトを設定
できるようにされている。
【００８４】
　レイアウトの設定の終了後、選択された画像、及び、レイアウトのデータは、ＣＰＵ４
２によりプリンター３６に伝送されて写真プリントの印刷（ステップＳ１８）が実行され
、印刷された写真プリントが写真排出口２８から利用者に提供される。
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【００８５】
　以上、本発明の自動写真撮影装置を実施形態に基づいて説明したが、本発明は、上記各
実施形態に限定されるものではなく、特許請求の範囲に記載の範囲において、種々の改変
が可能である。
【００８６】
　例えば、上記実施形態においては、手本ポーズ画像として、予めモデルを使って撮影し
た写真画像を使用する場合について説明したが、そのような写真画像に代えて、イラスト
画像を手本ポーズ画像とすることも可能であり、また、手本ポーズ画像、及び／又は、利
用者ポーズ画像は、静止画像に代えて動画像とすることも可能である。
【００８７】
　また、上記実施形態では、手本ポーズ画像と利用者ポーズ画像とが並べてディスプレイ
１４に表示される場合について説明したが、複数の手本ポーズ画像と複数の利用者ポーズ
画像の中からいずれかの画像を選択し、選択された画像を１枚ずつディスプレイ１４に表
示させるようにすることも可能であり、或いは、手本ポーズ画像を準備せずに、ディスプ
レイ１４には、複数の利用者ポーズ画像から選択される利用者ポーズ画像のみが表示され
るようにし、或いは、利用者ポーズ画像の登録の受付を行わないようにして、ディスプレ
イ１４には、複数の手本ポーズ画像から選択される手本ポーズ画像のみが表示されるよう
にすることも可能である。
【００８８】
　また、上記実施形態では、手本ポーズ画像、及び、利用者ポーズ画像が分類されるテー
マに応じて、これらの画像が表示される台紙の模様が変更される場合について説明したが
、例えば、第１回目に表示される手本ポーズ画像は、テーマ「かわいい」に分類されてい
る複数の手本ポーズ画像から選択され、第２回目に表示される手本ポーズ画像は、テーマ
「なかよし」に分類されている複数の手本ポーズ画像から選択されるなど、手本ポーズ画
像の切り替え毎に、表示される手本ポーズ画像のテーマが順次変更されるようにすること
も可能であり、これにより、様々なバリエーションの手本ポーズ画像が偏らずに表示され
るようにすることができ、同様に、利用者ポーズ画像についても、利用者ポーズ画像の切
り替え毎に表示される利用者ポーズ画像のテーマが順次変更されるようにすることが可能
である。
【００８９】
　また、この場合、同じテーマに属する複数の画像からアトランダムに表示される画像が
選択されるようにすることも可能であり、或いは、各テーマ内で表示される画像の順序を
予め定めておく（例えば、利用者ポーズ画像の場合であれば、各テーマ内で新しいものか
ら表示されるようにする）ことも可能である。
【００９０】
　或いは、ディスプレイ１４上に表示させる手本ポーズ画像、及び、利用者ポーズ画像の
テーマを選択するための手段を設けて、選択されたテーマに分類されている手本ポーズ画
像、及び、利用者ポーズ画像がディスプレイ１４に表示されるようにし、或いは、更に、
テーマやタイトル、或いは、登録の日付などで利用者ポーズ画像を検索してディスプレイ
１４上に表示させるようにすることも可能である。
【００９１】
　また、場合によっては、いたずらなどの目的で不愉快、乃至、破廉恥なものなど、好ま
しくない写真画像が利用者ポーズ画像として登録されることも考えられるため、例えば、
装置のメインテナンスのメニューの中に、登録された利用者ポーズ画像の整理のための項
目を設けるなど、利用者ポーズ画像を順次、乃至、一覧形式などでディスプレイ１４、或
いは、モニタ１３、２５などに表示させ、選択的に利用者ポーズ画像を削除するための手
段を設けることも可能である。
【図面の簡単な説明】
【００９２】
【図１】本発明の一実施形態に係る自動写真撮影装置の側面図。
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【図２】本発明の一実施形態に係る自動写真撮影装置の側面図が備える筐体の正面図。
【図３】本発明の一実施形態に係る自動写真撮影装置の側面図が備える筐体の背面図。
【図４】写真撮影の実行中におけるバーの使用態様を示す説明図。
【図５】本発明の一実施形態に係る自動写真撮影装置のシステム構成の説明図。
【図６】自動写真撮影装置の動作を示すフローチャート。
【図７】ディスプレイに表示されるポーズ画面を示す説明図。
【図８】（ａ）は撮影モード選択画面を、（ｂ）は写り選択画面を、（ｃ）は明るさ選択
画面を、（ｄ）はカーテン選択画面をそれぞれ示す説明図。
【図９】（ａ）は登録画像選択画面を示す説明図。（ｂ）はタイトル選択画面を示す説明
図。
【符号の説明】
【００９３】
１ 自動写真撮影装置
１０ 筐体
１１ ＣＣＤカメラ
１２ モニタ
１３ タッチパネル式モニタ
１４ ディスプレイ
１５、１６ 操作部材
１７ バー
１８ 荷物ボックス
１９～２１ 照明部材
２２ スピーカ
２３ コイン投入口
２４ａ、２４ｂ 落書きコーナー
２５ タッチパネル式モニタ
２６ タッチペン
２７ スピーカ
２８ 写真排出口
３０ 背景ユニット
３１ カーテンボックス
３２ 天井照明
３３ 撮影帯域
３４ カーテン制御装置
３５ 照明制御装置
３６ プリンター
３７ コイン処理部
４０ 制御手段
４１ バス
４２ ＣＰＵ
４３ ＲＯＭ
４４ ＲＡＭ
４５ インターフェース
４６ ハードディスク
４６ａ 手本ポーズ画像記録領域
４６ｂ 利用者ポーズ画像記録領域
４６ｃ 付加情報記録領域
５０ ポーズ画面
６０ 撮影モード選択画面
６１ 写り選択画面
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６２ 明るさ選択画面
６３ カーテン選択画面
７０ 登録画像選択画面
７１ タイトル選択画面

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】
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